
 

 

「日本株は死語に」よく「日本経済、政治がダメだから日本株は買う気もしない」と言われます。しかし、私たちが企業

調査をしていると、これは間違いと実感します。残念ながら日本経済が、高い成長を取り戻すことは難しいと思いますが、多

くの企業は既に、高い成長をする新興国などの市場にビジネスをシフトしていますから、日本経済に依存している企業はどん

どん減っています。以前は、トヨタ、ソニー、キャノンなどが代表例でしたが、今や多くの企業の海外売上高が急上昇してい

ます。例えば、弊社も投資をしているコマツの海外売上高比率も既に 82％。しかも、中国での売上高比率が 2008 年 10％→2010

年 20％と遂に、日本の 18％をも上回っています。その間の株価は、リーマンショックのあった 2008 年 10 月の安値 702 円から、

今や株価は 3.5 倍になっています。また、機関投資家の中には、日本株と外国株の組織を統合している会社も増えつつありま

す。つまり、株式投資の企業選択に本社所在地はあまり意味が無くなってきているのです。  代表取締役社長 伊井哲朗 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

銘 柄 選 択 の 視 点 

ローソン 

（2651） 

時代を超えて、生活者に便利を届ける 

栄枯盛衰が激しく、成熟した企業が稀有な小売業において、資本政策、ガバナンスを意識した質の

高い経営を実践。人口減、高齢化等の環境変化に対応すべく、他の業態や海外展開を試行錯誤。収

益性を意識しながら、持続的な成長を目指しています。 

日揮 

（1963） 

アジア・アフリカの未来を創る国境なき技術団 

世界約 70 カ国、2 万件以上のプロジェクト実績。先んじての海外展開。オイルメジャー、新興国

からの絶大な信頼で、世界のエネルギー需要に貢献します。また新興国の水処理等の環境事業へも

参入し、更なる成長を目指します。 

マキタ 

（6586） 

環境、安全、安心に優れ、世界のプロに選ばれる 

リチュームイオン電池搭など、軽量・低振動で使用者の健康に配慮をした製品開発を行っています。

そのため、利用時間が長いプロ向けで高いシェアを獲得。モノ作りだけでなく、保守メンテナンス

体制も整備。先進国では、原則 3日で対応可能な修理体制を構築。 

ケーズ HD 

（8282） 

「無理しない経営」で持続的成長を目指す 

短期的な成長を追求し過当競争が続く家電量販店業界において、持続可能な成長を目指していま

す。実力以上の出店や過度な値引き合戦は行いません。お客様とメーカー双方との関係を大切に経

営。顧客に身近な郊外展開。 

久光製薬 

（4530） 

貼り薬で世界の人々を癒す 

患者や医師の声をよく聴き、主力製品モーラステープは発売後 26 回改良。継続的改善の文化。貼

付剤は経口剤にない利便性や効用が認められ、鎮痛剤から他の治療薬に広がると考えています。 

12,845 円 8 億 9,922 万円 

株式（31 銘柄） 

 うち日本株式 

 うち海外株式 

現金等

89.4%

100.0%

0.0%

10.6%

顧客数 

うち積立(11 月 19 日) 

2,002 人（42 人増）

1,502 人（34 人増）

2010 年 11 

29.52% 6.58% 
コモンズ 30 ファンド

（税引前分配金込み） 
― 1.13% 0.76% 9.89% 
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120 円 ― ― 
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コモンズ３０ファンドのリスクおよび手数料などについて 

リスク 

当ファンドは、実質的に国内外の株式を投資対象としますので、組入れ株式の値動

きにより基準価額は変動します。また、外貨建資産に投資した場合、為替レートの

変動により基準価額が下落し、損失を被ることがあります。これらにより生じた利

益および損失は、すべて当ファンドの投資家であるお客さまに帰属することになり

ます。また、元本および利息の保証は無く、預金保険の対象でもありません。した

がって、お客さまが投資された元本は、基準価額の下落により、損失を被り、投資

元本を割り込むことがあります。 

申込み手数料 ありません。 

換金手数料 ありません。 

信託報酬 
ファンドの純資産総額に年 1.2075％（消費税込）を上限とした率を乗じて得た額と

します。なお、運用実績における基準価額は、信託報酬控除後のものです。 

信託財産留保金 ありません。 

その他費用 

当ファンドに組み入れる有価証券等を売買する際の売買委託手数料およびこれに

かかる消費税等相当額などの実費が投資信託財産より控除されます。また、目論見

書・運用報告書等作成費用、監査費用、信託事務に要する諸費用等として、純資産

総額の 0.105％（消費税込）を上限として投資信託財産より控除されます。 

設定日等 当ファンドの設定日は 2009 年 1 月 19 日、決算日は毎年 1月 18 日です。 

 * リスク・費用等の詳細につきましては、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

スモールセミナー「はじめてのコモンズ」 

日 時 12 月 07 日（火） 14 時～16 時 

12 月 17 日（金） 14 時～16 時              ＠弊社ｵﾌｨｽ 定員 15 名 無料 

オープンオフィス「今年の御礼！」 

日 時 12 月 28 日(火)    15 時～18 時               ＠弊社ｵﾌｨｽ 定員 15 名 無料 

資産作りの極意は「積立て投資」にあり 

日 時  

場 所  

定員/会費 

12 月 22 日(水)   19 時～21 時         

KAGURA ビル（東京都新宿区市谷田 3-13 神楽ビル） 

先着 50 名/1,000 円 (既に口座開設をされているお客さまは無料です) 

*懇親会の飲食費は全員各自負担となります。 

☆来月 1月 19 日（水）は、都内でコモンズ 30 ファンドの 2周年 

 記念セミナーを予定しています。素敵なゲストが登場します！ 

 お楽しみに。 

＊開催内容の詳細およびお申し込みは、弊社コールセンター 

または弊社ホームページにてご確認ください。 

 

◆本資料は、コモンズ投信が投資家の皆さまに情報提供を行なう目的で作成したものであり、投資勧誘を目的に作成され

たものではありません。◆このレポートは、信頼性が高いと判断された情報等に基づいて作成しておりますが、その正確

性・完全性を保証するものではありません。記載された意見・見通し等は作成日時点のものであり、将来の株価等の動き

やファンドの将来の運用成果を保証するものではありません。また、将来予告なしに変更される場合もあります。◆投資

信託の取得を希望される方は、必ず目論見書の内容をご確認のうえ、ご自身の判断でお申し込みください。 


